
安 全 工 学 シ ン ポ ジ ウ ム2006　 日 次

第 １ 日　 ： ７ 月 ６ 日( 木)

○所属( 勤務先･通学先) が省略されている場合は後者の方と同一です．

匹　　　　　( 第１室 ：　１階講堂)

12:50～13:00

日本学術会議 総合工学委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　 後藤俊夫

安全工学シンポジウム2006 実行委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　 豊田武二

特 別 講 演　　　　　　( 第１室 ：１階講堂)

13:00～14:00

｢鉄道運行に関する安全対策｣‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　　１

工学院大学工学部電気システムエ学科教授　 曽根 悟

[司会: 吉野賢治(ヒューマン・ラポ)]

パネルディスカッション　　　　　　( 第１室 ：１階講堂)

14:20～17:00

｢外部･内部から見て,安全で安心できる轆轆･職場とは,如何なることか？｣

[パネラー]

外部.内部から見て安全で安心できる組織一職場とは,如何なることか？　－その構築に向けてー‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　11

田中 功(電力中央研究所)

内部･外部から見て安全で安心できる組織･職場とは,如何なることか？　一内部から見た安全で安心できる組織･職場とはー ‥‥.　15

河合 巧(日立製作所)

内部.外部から見て安全.安心できる組織･職場とは,如何なることか？　一内部から見た安全で安心できる組織･職場とはー‥‥‥　17

福原恭一(関西電力)

外部からみた安心●安全な組織一体制について‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　21

倉林 武(カテナ)

内部･外部から見て安全で安心な組織.職場とは,如何なることか？　一安全･安心はリスク管理からー‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　23

西川康二(化学技術者)

[コーディネーター司会 ： 吉野賢治(ヒューマン・ラポ)]

オーガナイズドセッションＡ

｢き裂検査の現状と，き裂検出材の開発および実用化｣(第２室 ：２階大会議室)

9:40～11:00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔オーガナイザー座長 高橋一比古(海上技術安全研究所)〕

Ａ-1　　　　鋼構造物におけるき裂検査の現状と課題‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　41

○森 猛(法政大学)，舘石和雄(名古屋大学)

Ａ-2　　　　き裂検出材と耐疲労スマート材料の開発‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　45

○高橋－比古,牛嶋通雄(海上技術安全研究所)，高橋秀樹，内田光彦,小野口富夫(スリーポンド研究所)



A-3　　　 き裂検出材の性能評価と適用性‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　49

0 貝沼重信,香月大翔,後藤 淳(九州大学)，高橋秀樹(スリーボンド)

Ａ-4　　　 き裂検出材の耐久性評価と製品化‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　51

0 高橋秀樹,内田光彦,小野口富夫(スリーボンド研究所)，高橋―比古(海上技術安全研究所)

オーガナイズドセッションＢ

｢スマトラ沖地震津波の教訓と安全｣(第２室 ：２階大会議室)

14:20～16:20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔オーガナイザ.座長 山崎文雄(千葉大学)〕

Ｂ-1　　　　巨大地震津波発生後の早期津波被害把握について‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　53

0 越村俊－(東北大学)，高島正典(富士常葉大学)

Ｂ-2　　　　津波の実験と防災対策‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　57

平石哲也(港湾空港技術研究所)

Ｂ -3　　　　2004年スマトラ島沖地震津波に基づく津波避難施設の設計外力評価‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　61

中埜良昭(東京大学)

B-4　　　　津波被害のリモートセンシング‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　65

0 松岡昌志(防災科学技術研究所)，山崎文雄(千葉大学)

B-5　　　　長期的津波監視の維持を重視した総合的津波防災戦略モデルの提案‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　69

日黒公郎(東京大学)

Ｂ-6　　　 津波と防災教育 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　73

0 清野純史(京都大学)，濱田政則(早稲田大学)，国崎信江(危機管理教育アドバイザー)，鈴木智治(飛島建設)

オーガナイズドセッションＣ

｢化学物質のハザードコミュニケーションー化学品の分類および表示に関する世界調和システム(ＧＨＳ)－｣(第３室 ：　６階6-Ａ(1)会議室)

9:40～11:00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔オーガナイザ･座長 城内 博(日本大学)〕

c-1　　　　GHS の概要‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　77

宮川宗之(労働安全衛生総合研究所)

Ｃ-2　　　　我が国のハザードコミュニケーションの現状とＧＨＳへの期待‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　81

城内 博(日本大学)

Ｃ -3　　　　GHS に対応した法規制 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　83

城井裕司(厚生労働省労働基準局)

Ｃ -4　　　　MSDS とラベル表示‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　87

池田良宏(日本化学工業協会)

一般セッション１

｢安全と人間性,社会特性(ヒューマンファクターを含む)｣(第３室 ：６階6-Ａ(1)会議室)

14:20～15:40　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔座長 諏訪泰裕(東芝)〕

1-1　　　　無資格運転等の不安全行動の防止技術に関する考察‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　89

深谷 潔(労働安全衛生総合研究所)

1-2　　　　あなたを守る｢安全行動｣をしようN010 道路交通法の｢人は右 車は左｣の｢人は右｣｢自転車は左｣の徹底 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　93

林 忠弘(日本労働安全教育研究所)

1-3　　　　 グループ行動 特性を考 慮した繁華街地区におけるエージェントベース避 難モデル‥‥ ‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥ ‥‥　97

0 増田 浩通, 新井 健(東 京理科大 学)，渡部慶之(オーピック)

1-4　　　　 安全と日本文化 ‥‥ ‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥ ‥‥　101

0 本田 尚士(創造工学研究所)，平野輝美(平野 技術士事務所)

一般セッション２

( 事故, 災書に関する安全の概念)｣( 第３室 ： ６階6-A(1) 会議室)

15:40～16:20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔座 長 諏訪 泰裕(東芝)〕

2-1　　　　 社会的責任としての 事故(真 因)調査 ‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥‥　105

坂 清次(三菱総合研究所)

2-2　　　　 反応熱量計を用いた爆発事故原因調査 ‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥　107

藤 澤吉文(メトラー.トレド)

一般セッション ３

｢システムの 安全性と信頼性(リスクアナリシス,セーフティアセスメントを含む)｣( 第 ３室 ： ６階6- Ａ(|)会議室)

16:20～17:00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔座長 諏訪泰裕(東芝) 〕

3-I　　　　　　RISK-BASED INSPECTION OF REFINERY UNITS : Ａ PRACTICAL ＡＰＰ凵ＣＡＴＩＯＮ･････････････････････････････････････････　109

OKwang-Soo Yu, Song-Chun Choi (Korea Gas Safety Corporation), Yong-Soo Kim (Seoul National University of Technology)

3-2　　　　 システム制御機能に基づく事故原因解析 ‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥　115

0 幸田武久，足立 剛(京都大学)

一般セッション ４

｢安全と危険予知｣( 第４室 ： ６階6-A(2) 会議室)

9:40～10:20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔座長 冨田 －(労働安全 衛生 総合 研究所) 〕

4-1　　　　 鉱山におけるリスク.マネジメントのためのハザード･チェックリストの検討‥‥ ‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥　119

0 田中敦子, 野田和俊, 駒井 武( 産業 技術総合研究所)

4-2　　　　 ライフサイクルセーフティーを考慮した安全設計手 法 ‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥　123

堀田源治(日 鉄エレックス)

一般セッション ５

｢製品と安全,PL の実証｣( 第４室 ： ６階6-A(2) 会議室)

10:20～11:00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔座長 冨田 －(労 働安全衛生総合研究所)〕

5-1　　　　 騒音作業現場における適切な防音保護具選定に関する研究 ‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥　127

江川義之(労 働安全衛生総合研究所)

5-2　　　　　A Study on ａ reunification plan for Industrial Safety and Health regulations and Korean Industrial standards (KS)‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥　131

OMEE-HAE LEE,  YONG-SOO KIM ( ＳｅｏｕＩ National University of Technology)

オーガナイズドセッションＤ

｢医療の安全と健康｣( 第４室 ：　６階6- Ａ(2)会議室)



14:20 ～16:20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〔 オ ー ガ ナ イ ザ 鈴 木 喜 久 （ 東 京 工 芸 大 学 ）〕〔 座 長 鈴 木 雅 久 （ 電 気 通 信 大 学 ）〕

Ｄ-1　　　　 医 療 の 安 全 性 評 価 法 ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥　135

鈴 木 喜 久 （ 東 京 工 芸 大 学 ）

Ｄ-2　　　　 医 療 情 報 電 子 化 の 現 況 ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥　137

0 柳 川 達 生, 飯 田 修 平 （ 練 馬 総 合 病 院 ）

Ｄ-3　　　　 高 齢 者 の 健 康 に つ い て ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥‥　139

山 下 和 彦 （ 東 京 医 療 保 健 大 学 ）

Ｄ-4　　　　 私 の 健 康 法 と 料 理 ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥　143

小 林 寛 （ 早 稲 田 大 学 ）

Ｄ-5　　　　 大 学 の 医 学 部 に お け る 医 療 安 全 に 関 す る 教 育 の 現 状 と 展 望 ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥　147

刈 間 理 介 （ 東 京 大 学 ）

Ｄ-6　　　　 安 全 管 理 と 危 機 管 理 モ デ ル に お け る 医 療 分 野 の 位 置 付 け ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥　151

鈴 木 雅 久 （ 電 気 通 信 大 学 ）

一 般 セ ッ シ ョ ン ６

「 建 設 に 関 す る 安 全 性 と 信 頼 性 （ 計 画, 設 計, 施 工, 施 工 管 理 な ど ）」（ 第 ５ 室 ： ６ 階6- Ｃ（1 ）会 議 室 ）

9:40 ～12:00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〔 座 長 大 檣 勝 利 （ 労 働 安 全 衛 生 総 合 研 究 所 ）〕

6-1　　　　 建 設 現 場 に お け る 危 険･ 有 害 要 因 の 特 定 化 に 関 す る 基 礎 研 究 ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥‥　155

0 高 木 元 也
，中 村 隆

宏 （ 労 働 安 全 衛 生 総 合 研 究 所 ）

6-2　　　　 つ り 足 場 用 つ り チ ェ ー ン の 強 度 ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥　157

日 野 泰 道（ 労 働 安 全 衛 生 総 合 研 究 所 ）

6-3　　　　 足 場 補 強 材 の 施 工 誤 差 が 補 強 材 の 軸 力 に 及 ぼ す 影 響 ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥‥　161

○ 高 梨 成 次, 大 檣 勝 利 （ 労 働 安 全 衛 生 総 合 研 究 所 ）

6-4　　　　 開 削 工 事 に お け る 土 砂 崩 壊 に よ る 労 働 災 害 防 止 の 方 向 と 課 題 ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥　165

豊 澤 康 男 （ 労 働 安 全 衛 生 総 合 研 究 所 ）

6- ５　　　　　　Development of Tilt-sensor for advance prediction of failure and its applicability in the field excavation  ･ ■゜‘゙ ●●●●●●. ’. ‘゚ ●･･ ゛゛●●゛　
１６９

OTamrakar S.B.

 .Toyosawa 

Ｙ. ,Itoh K. (Japan National Institute of Occupational Safety and Health)

6- ６　　　　　　Relationship between critical failure height and trench excavation depth in relation to centrifuge tests performed with In-flight
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懇親会
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オーガナイズドセッションＧ

｢電気設備と災書安全対策｣( 第２室 ： ２階 大会議室)
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オーガナイズドセッションＨ

｢ピルの安 全環境とBACS( ビル自動管理 制御システム)亅(第２室 ： ２階大会議室)

14:20～16:20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔 オーガナイザ･座長 豊田武 二(協 立機電工 業)〕
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一般セッション ８

｢その他の安全性に関する科学(理学, 薬学, 農学, 医学などとの 境界分野を含む)，技術, 教育, 国際基準など)｣( 第３室 ： ６階6- Ａ(1)会 議室)

9:40～10:20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔座長 宮川宗 之(労働安全衛生総合研究所)〕
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8-2　　　　 企業の 社会的責任(ＣＳＲ)におけるPL 法とＥＰＲ ～環境･ 安全問題の事例研究成果～ ‥‥‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥　281

0 林 昌枝, 杉本 旭, 西村障 太, 新 幸之 助(北九 州市立 大学)

一般セッション9

「有書物質, 環境に関する安 全性｣( 第３室 ： ６階6- Ａ(1)会議室)



10:20～11:40　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔座長 宮川宗之(労働安全衛生総合研究所)〕

9-1　　　　音楽再生装置i Pod のライフサイクルアセスメント環境評価の検討‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　283

0 牧野俊昭(佐世保工業高等専門学校)，宮脇健吾(広島大学)，山田さやか(セイコーインスツルメント)，三枝省三(広島大

学)，永尾由起,上野正博(佐世保工業高等専門学校)

9-2　　　　含フッ素消火薬剤の環境影響に関する研究‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　285

0 貴志孝洋,新井 充(東京大学)

9-3　　　　酸化カルシウムを用いたダイオキシン類分解反応に関する研究‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　289

0 塚本多矩,新井 充(東京大学)

9-4　　　　　Study on Risk Assessment of the Muscloskeletal Disorders for Delivery Workers of the Compressed LPG Containers　２９３

O  WAN-JIN KIM (Korea Gas Safety Corporation) , HYANG-KI LEE, BYEONG-YONG JEONG  (Hansung University),

YOUNG-SEOP YI( Ｓｅｏｕl National University of Ｔｅｃｈ.)

オーガナイズドセッションＩ

｢高電圧･放電･静・気による障害とその安全対策｣(第３室 ：６階6-Ａ(1)会議室)

14:20～16:00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔オーガナイザー座長 市川紀充(労働安全衛生総合研究所)〕

I-1　　　　帯電計測による衛星帯電現象の解析とESD 障害への取り組み‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　297

，　　０三宅弘晃,仁田工美,松本晴久，五家建夫(宇宙航空研究開発機構)

I-2　　　　電気光学効果を利用した電位●電界●電荷の測定‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　301

熊田亜紀子(東京大学)

I-3　　　　真空中絶縁スペーサの帯電制御‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　303

山本 修(京都大学)

I-4　　　　施光角変調法を用いた放電空間の電界分布測定‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　307

0 福井幸博,奥村克夫,室岡義広(芝浦工業大学)

I-5　　　　電気設備内で発生する放電の外部診断法の研究一災害防止の基礎研究－‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　311

市川紀充(労働安全衛生総合研究所)

一般セッション10

｢交通に関する安全性と信頼性(航空,宇宙,船舶,車両,道路など)｣(第４室 ：６階6-Ａ(2)会議室)

9:40～10:40　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔座長 垣本由紀子(実践女子大学)〕

10-1　　　　岐阜県内における電動車いす交通事故の発生特徴について‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　315

0 仲野勝美,林田隆幸,酒向達也,福山邦男(岐阜県警察本部)

10-2　　　 航空機事故原因の一分析‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　319

橋本孝明(愛知工科大学)

10-3　　　 沖合底びき網漁船の操船･作業面からの転覆事故対策‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　323

0 田口瞶邦,石田茂資(海上技術安全研究所)

一般セッション11

｢安全制御技術(ロボット，自動化システムを含む)｣(第４室 ：６階6-Ａ(2)会議室)

14:20～16:00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔座長 早川千代治(富士電機システムズ)〕

11-1　　　　安全技術のフレームワーク‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　327

加部隆史(安全工学研究所)

11-2　　　 病院. 福祉施設用モービル機器の 対人安全システムと機能検証 ‥‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥　331

0 岡本紀明, 渥実 智海( 芝浦 工業大学)

11-3　　　 高齢者用電動車の 走行操 舵特性と操作性能向上に関する研究‥‥ ‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥ ‥‥‥　335

0 藤崎樹也, 牧野 俊昭( 佐世 保工業高等専 門学校)，伊東久幸(長崎大学)，稲田泰裕(佐世保工業高等専門学校)

11-4　　　　本質 安全設計を基本とするサービスロボットの安全コンセプト‥‥‥ ‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥　337

0 新 幸之助 ，杉本 旭, 濱 本孝俊, 西村障太(北九州市立大学)

11-5　　　 送電線 振動試 験機の 粘弾性調節によるギャロッピング解析 ‥‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥　341

0 平石典久, 森田 寿郎(慶應義塾大学)

一般セッション12

｢電気,・ 子および情報に関 する安全性と信頼性(コンピュータ関連システム, セキュリティを含む)｣( 第 ４室 ：　６階6- Ａ(2)会議室)

16:00～16:40　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔座長 早川千代 治(富士電機システムズ)〕

12-1　　　　ガス･煙の早期検出による電気設備の火災予兆検知技術‥‥‥‥ ‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥　345

0 江藤計介(出光興産)，関口浩幸(能美防災)

12-2　　　 産業事 故における電気設備の影響に関する調査研究‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥　349

横山重宏(三菱UFJ リサーチ＆コンサルティング)

オーガナイズドセッション Ｊ

｢爆発危険場所の電気安全に関するリスク評 価方法 の国際整合｣( 第 ５室 ： ６階6-C(1) 会議室)

9:40～11:00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔オーガナイザ･座 長 仁田雄康(ΣV.I.P. Consultants)〕

J-1　　　　 国 際規格体系における危険度の 概念 ‥ ‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥　353

鈴木健二(防爆電気 一計装研究 所)

J-2　　　　 センサを利用した危険区 域内におけるセキュリティとセンシング ‥ ‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥　357

0 野田和俊，田中敦子(産業技術総合研究所)

J-3　　　　 スキ ルレスで確実な防爆性能が得られる電気設備工事を考える ‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥　361

仁田雄康(ΣV.I.P. Consultants)

J-4　　　　 リスク評価における技術要素とヒューマンファクタ一一 ‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥　363

矢部五郎(産業科学研究 所)

一般セッション7B

｢燃焼, 火災, 爆発に関する安全性｣( 第 ６室 ： ６階6- Ｃ(2)(3)会議室)

9:40～11:40　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔座長 安藤隆之(労働 安全衛 生総 合研究 所)〕

7B-1　　　 静電 気の安全目標の 数値化 ‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥　365

村崎憲雄(東京農工 大学)

7B-2　　　 可燃性ガス混合ガスの爆発限界と修正 ル･シャトリエ式 ‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥　369

0 近藤重雄, 滝澤 賢二, 高橋明文, 徳橋和 明(産業技術総 合研 究所)

7B-3　　　　　Changes of Dust Explosion Characteristics of Hydroxypropyl Methyl Cellulose ････････････････････････････････････････････　371

OW.  S. Lim, J. W. Choi, Y. S. Mok  (Pukyong National Unversity), H. Koseki (National Research Institute of Fire and Disaster)

7B-4　　　 水蒸 気爆発の一 側面 ‥‥ ‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥　375

0 斎藤孝基, 大浜 正巳，森田尚之, 横島 隆明, 渡辺竜 也(元明星大学)



7B-5　　　 爆 発 圧 力 上 昇 に 及 ぼ す 爆 発 放 散 口 の 効 果 に 関 す る 数 値 解 析 ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥‥　377

0 橋 本 明 典, 松 尾 亜 紀 子( 慶 應 義 塾 大 学)

7B-6　　　 爆 発 圧 力 放 散 設 備 に 関 す る 野 外 検 証 実 験 ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥‥　381

八 島 正 明( 労 働 安 全 衛 生 総 合 研 究 所)

一 般 セ ッション7C

｢ 燃 焼, 火 災, 爆 発 に 関 す る 安 全 性｣( 第 ６ 室 ： ６ 階6- Ｃ(2)(3) 会 議 室)

14:20 ～16:40　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔 座 長 大 塚 輝 人( 労 働 安 全 衛 生 総 合 研 究 所) 〕

7C-1　　　 水 素 ガ ス 噴 出 時 の 静 電 気 発 生 特 性 に 及 ぼ す ダ スト 種 類 の 影 響 ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥　385

0 今 村 友 彦, 荷 福 正 治, 茂 木 俊 夫, 西 田 啓 之, 堀 口 貞 茲( 産 業 技 術 総 合 研 究 所)

7C-2　　　 水 素 一空 気 希 薄 混 合 気 流 れ の 着 火 特 性 ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥‥　387

0 茂 木 俊 夫, 西 田 啓 之, 椎 名 拡 海, 今 村 友 彦, 堀 口 貞 茲( 産 業 技 術 総 合 研 究 所)

7C-3　　　 小 型 容 器 内 に お け る 水 素7 空 気 混 合 気 の 爆 発(1) 水 素/ 空 気 混 合 気 の 着 火, 燃 焼 特 性 ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥　389

0 黒 田 英 司 ，堀 川 貴 広, 保 前 友 高, 石 川 弘 毅, 若 林 邦 彦, 松 村 知 治 ，中 山 良 男( 産 業 技 術 総 合 研 究 所)

7C-4　　　 小 型 容 器 内 に お け る 水 素/ 空 気 混 合 気 の 爆 発(2) 容 器 密 閉 用 シ ー トの 爆 風 へ の 影 響 ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥　393

0 堀 川 貴 広, 黒 田 英 司 ，保 前 友 高, 茂 木 俊 夫, 石 川 弘 毅, 若 林 邦 彦, 松 村 知 治 ，中 山 良 男( 産 業 技 術 総 合 研 究 所)

7C-5　　　 モ ン テ カ ル ロ 法 に よ る 形 態 係 数 算 出 と 熱 伝 導 解 析 に よ る 建 物 延 焼 シ ミュ レ ー シ ョン 手 法 に 関 す る 研 究 ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥　397

倉 敷 哲 生, 座 古 勝, 文 田 成 俊 ，０ 柏 木 岳( 大 阪 大 学)

7C-6　　　　Artificial Neural Network Analysis of Urban Fire Risk ●●●●●●●･●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●･●●●●●●●●●●●●●●●●●●●･●●●●●●●　399

OZHU Jiping (University of Ｔｏｋyｏ･University of Science and Technology of China),  KOIDE Osamu, KATO Takaaki (University

of Tokyo),  SONG Weiguo (University of Science and Technology of China)

7C-7　　　 風 向･ 風 速 の 時 刻 歴 変 化 を 考 慮 し た 化 学 プ ラント 災 害 シミュレ ー シ ョン 手 法 の 開 発 ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥‥　401

倉 敷 哲 生, 座 古 勝, ０ 文 田 成 俊( 大 阪 大 学)
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